









































レベル（JPN1 ～ JPN4：初級テキスト『げんき I』、『げんき II』使用）を 4学期で
終え、中級前期レベルで 1 学期間（JPN5：90 分授業を週 3 回で、15 週間）中級教科
書を使用し学んだ学生が対象である。勿論、学生の学習歴は、それぞれの機関によっ
て異なるが、1 年半から 2 年半で初中級レベルの日本語コースを終えて来た学習者が
多く見られる。コースの目的は、日本語能力試験 N2 レベルに合格するための日本語
能力の養成である。 
JPN6 は 2008 年度に新設されたコースで、コース教材は、筆者（髙屋敷）が 2008
年度 6 月から本学オリジナルのモジュール型教科書を作成し、2008 年度秋学期より
試用を開始している。このプロジェクトで新しい教科書を開発するにあたり、学習
者にとってよりコミュニカティブな学びの場を提供することを目指した。その際、
















ウストプニー 1995:186-206; 宮崎、マリオット 2003:353-381） 
②  そのような接触場面で、学習者が実践的に日本語を使用できるよう、教室活動を





























































Unit1  「Mixi って何？」 
Unit2  「交通機関のマナー」 
Unit3  「夫？主人？」 
Unit4  「ユニクロ、MUJI は海外で成功するか？」 
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Unit5  「インターネットは人類を幸せにしたか？」 















② 2008 年以降、Mixi 登録方法が招待制からウェブ登録制になる、「足跡」機能が
廃止されるといった変更があったのであるが、その都度、本文の該当箇所を訂
正した。 
③ 2008 年に大流行していた Mixi も人気が下火になり時代に合わないものになっ
てしまった。それに代わるツールとして LINE に注目し、2014 年秋学期の前に
は、ユニット 1 の本文のトピックを Mixi から LINE に改訂する作業を行った。 
 
3. 2014年度 IRI共同プロジェクトの成果 
 2014年度の共同プロジェクトの一環として、2014 年秋学期 JPN6 の担任であった筆
者（宮内）によるアンケート調査が行われた。アンケート調査は、大きな試験に重な
らないように、2014 年の 10 月 22 日から一週間の予定で行った。この時期、JPN6 の
クラスでは、ドラマを除く全 6 ユニットの内ユニット 4 までが終了しており、その 4
ユニットに関する学生の評価を収集した。この学期には、JPN6 の学生は、全部で 35
名（男子学生 13 名、女子学生 22 名）おり、その内 20 名（男子学生 6 名、女子学生
14 名）の学生からアンケート調査の回答を得た。この学期の前に変更を行ったのはユ
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2016 年の 11 月 25 日の授業時間の最後の 15 分程度で行った。この時点で JPN6 のク
ラスでは、ドラマを除く全 6 ユニットの学習が終了しており、その 6ユニットに関す
図 1 改訂前の本文の一部（「ユニクロ、MUJIは海外で成功するか？」） 
図 2 改訂後の本文の一部（「日本食ブームって、本当？」） 
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る学生の評価を収集した。この学期には、JPN6 の学生は、全部で 22 名（男子学生 10



























4 参照）。このグラフでは、“strongly agree”と“somewhat agree”を合わせて“agree”とし、



























関心を集めることになった（20 名中 14 名が“agree”: 70.0%）。コメントからも学生が
日本の文化に強い関心を持っていることが伺えたが、このトピックで扱っているよう
な自国との習慣や風習の違いには興味を惹かれるということが見て取れる。 


















































れる。ユニット 1と扱っている分野が近いということも鑑み、ユニット 5 が次回の改
訂対象となりそうである。 
 今後取り上げて欲しいトピックの中には、先に述べた文化に対するコメントが散
見された。“something connected to culture”、“the topics related to Japanese culture and 
society”、“Traditional culture”、“Japanese traditions seen today in daily life like Giri, Amae, 
Senpai-Kouhai”といったものがその具体的なものである。また、旅行に関する関心も
変わらず高く、“Japanese tourist attractions, hidden treasures” や “Famous Japanese places”、
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